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第 1 章  はじめに
ASRock Z170 OC Formula マザーボードをお買い上げいただきまして誠にありが
とうございます。ASRock Z170 OC Formula マザーボードは、ASRock の一貫した厳
格な品質管理の下で製造された信頼性の高いマザーボードです。ASRockの品質
と耐久性の取り組みに準拠した堅牢な設計を持つ、優れたパフォーマンスを提供
します。

この文書の第 1 章と第 2 章には、マザーボードの説明とステップ毎のインストール
ガイドが記載されています。第 3章には、ソフトウェアとユーティリティーの操作ガ
イドが含まれています。第 4章には、BIOSセットアップの設定ガイドが含まれてい
ます。

1.1  パッケージの内容

• ASRock Z170 OC Formula マザーボード （ATX フォームファクタ）
• ASRock Z170 OC Formula クイックインストールガイド 
• ASRock Z170 OC Formula サポート CD  
• 4 x シリアル ATA  （SATA）データケーブル  （オプション）
• 1 x I/Oパネルシールド 
• 1 x ASRock フレキシブル SLI ブリッジコネクタケーブル
• 1 x Wi-Fi モジュールブラケット
• 2 x Wi-Fi モジュール用ねじ 
• 3 x M.2 ソケット用ねじ

マザーボードの仕様と BIOSソフトウェアは更新されることがあるため、このマニュアル
の内容は予告なしに変更することがあります。このマニュアルの内容に変更があった場
合には、更新されたバージョンは、予告なくASRockのウェブサイトから入手できるように
なります。このマザーボードに関する技術的なサポートが必要な場合には、ご使用のモ
デルについての詳細情報を、当社のウェブサイトで参照ください。ASRockのウェブサイ
トでは、最新の VGAカードおよび CPUサポート一覧もご覧になれます。ASRockウェブ
サイト http://www.asrock.com.
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1.2  仕様

プラットフォーム • ATXフォームファクター

CPU • 第 6世代 Intel® CoreTM i7/i5/i3/Pentium®/Celeron® プロセッサー
に対応  （ソケット 1151）

• Digi Power design
• 16 電源フェーズ設計
• Intel®ターボブースト 2.0テクノロジーをサポート
• Intel® K シリーズ アンロック CPU に対応
• ASRock BCLK フルレンジオーバークロッキングに対応
• ASRock ハイパー BCLK エンジンに対応

チップセット • Intel® Z170

メモリ • デュアルチャンネル DDR4 メモリテクノロジー
• 4 x DDR4 DIMM スロット
• DDR4 4000+(OC)*/3866(OC)/3800(OC)/3733 (OC)/3666(OC)/ 

3600(OC)/3466(OC)/3400(OC)/3333(OC)/ 3300(OC)/3200(OC)
/3000(OC)/2933(OC)/2800(OC)/2600 (OC)/2400(OC)/2133 ノン 
ECC、アンバッファードメモリに対応  

* 詳細については、ASRockウェブサイトのメモリーサポート一覧を
参照してください。(http://www.asrock.com/)
• システムメモリの最大容量：64GB
• Intel® エクストリームメモリプロファイル  （XMP）2.0 に対応
• DIMM スロットに 15μゴールドコンタクトを採用

拡張スロット • 4 x PCI Express 3.0 x16スロット （PCIE1/PCIE2/PCIE4/PCIE6: 
シングル x16 (PCIE1)、デュアル x8 (PCIE1) / x8 (PCIE4)、トリプ
ル x8 (PCIE1) / x4 (PCIE2) / x8 (PCIE4)、クアッド x8 (PCIE1) / x4 
(PCIE2) / x4 (PCIE4) / x4 (PCIE6)）

• 1 x PCI Express 3.0 x1 スロット (PCIE3) (Flexible PCIe) 
• 1 x PCI Express 2.0 x1スロット (PCIE5)  
• 1 x 垂直ハーフサイズミニ PCI Express スロット :WiFi + BT モジ
ュール用

• AMD Quad CrossFireXTM、4 ウェイ CrossFireXTM、3 ウェイ 
CrossFireXTM 、および、CrossFireXTM に対応 

• NVIDIA® Quad SLITMおよび SLITMをサポート
• VGA PCIe スロットに 15μ ゴールドコンタクトを採用  （PCIE1
と PCIE4）
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 グラフィックス • Intel®HDグラフィックス内蔵ビジュアルおよび VGA出力は、
GPUに統合されたプロセッサーのみでサポートされます。  

• Intel®HDグラフィックス内蔵ビジュアルをサポート：AVC、MVC 
(S3D)、MPEG-2フル HWエンコード 1の Intel® Quick Sync 
Video、Intel® InTruTM 3D、Intel®クリアビデオHDテクノロジー、
Intel®インサイダー TM、Intel® HDグラフィックス 510/530

• Pixel Shader 5.0, DirectX 12
• 最大共有メモリ1792MB 
• デュアルグラフィックス出力 :独立したディスプレイコントロー
ラで HDMI ポートと DisplayPort 1.2 ポートに対応   

• HDMI に対応、最大解像度 4K x 2K (4096x2304) @ 24Hz
• DisplayPort 1.2 に対応、最大解像度 4K x 2K (4096x2304) @ 

24Hz または 4K x 2K (3840x2160) @ 60Hz
• HDMI ポートでオートリップシンク、ディープカラー  （12bpc）、

xvYCC、および、HBR  （高ビットレートオーディオ）に対応  （HDMI 
対応モニターが必要です）

• アクセラレイテッド・メディア・コーデックに対応 :HEVC, VP8, 
VP9

• DVI-D、HDMI、および、DisplayPort 1.2 ポートで HDCP に対応 
• HDMI ポートと DisplayPort 1.2 ポートで Full HD 1080p Blu-ray 

(BD) 再生に対応 

 オーディオ • 7.1 CH HDオーディオ、コンテンツプロテクション付き  （Realtek 
ALC1150オーディオコーデック）  

• プレミアム・ブルーレイ・オーディオ・サポート
• サージ保護に対応  （ASRock 完全スパイク保護）
• Purity SoundTM 3 に対応 

- ニチコン製ファインゴールドシリーズオーディオコンデンサ 
- SN 比 115dB の DAC  （差動アンプ搭載） 
-  TI® NE5532 プレミアムヘッドセットアンプ  （最大 600 Ohms ま
でのヘッドセットに対応） 
- Pure Power-In (ピュアパワーイン ) 
- ダイレクトドライブテクノロジー 
- PCB 絶縁シールド

•  DTS接続をサポート
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 LAN • ギガビットLAN 10/100/1000 Mb/s
• ギガ PHY Intel® I219V
• ウェイクオンランをサポート   
• 雷 /静電気放電  （ESD）保護に対応  （ASRock 完全スパイク 
保護）

• エネルギー効率のよいイーサネット 802.3azをサポート
• PXEをサポート

リアパネル I/O • 1 x PS/2 マウス /キーボードポート 
• 1 x HDMIポート
• 1 x DisplayPort 1.2
• 1 x 光 SPDIF出力ポート
• 2 x USB 2.0 ポート  （静電気放電  （ESD）保護に対応  （ASRock 
完全スパイク保護））

• 1 x USB 3.1 Type-A ポート  （10 Gb/s）  （ASMedia ASM1142）  
• （静電気放電  （ESD）保護に対応  （ASRock 完全スパイク保護））
• 1 x USB 3.1 Type-C ポート  （10 Gb/s） （ASMedia ASM1142） 
• （静電気放電 （ESD）保護に対応 （ASRock 完全スパイク保護））
• 4 x USB 3.0 ポート （Intel® Z170）） （静電気放電 （ESD）保護に
対応 （ASRock 完全スパイク保護））

• LED付き 1 x RJ-45 LANポート （ACT/LINK LEDと SPEED 
LED）

• 1 x CMOSクリアスイッチ 
• HD オーディオジャック :リアスピーカー /センター /バス /ラ
インイン /フロントスピーカー /マイク

ストレージ • 6 x Intel® Z170 の SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、RAID （RAID 0、
RAID 1、RAID 5、RAID 10、Intel ラピッド・ストレージ・テクノ
ロジー 14 および Intel スマート・レスポンス・テクノロジー）、
NCQ、AHCI、および、ホットプラグ機能に対応

• 4 x ASMedia ASM1061 の SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、NCQ、
AHCI、および、ホットプラグ機能に対応

• 3 x SATA Express 10 Gb/s コネクタ *
* サポートは後日発表
* M2_1、SATA3_0、SATA3_1、および、SATA_EXP0 はレーンを共用
します。いずれかが使用されている場合は、その他は無効になり
ます。  
* M2_2、SATA3_2、SATA3_3、および、SATA_EXP1 はレーンを共用
します。いずれかが使用されている場合は、その他は無効になり
ます。  
* M2_3、SATA3_4、SATA3_5、および、SATA_EXP2 はレーンを共用
します。いずれかが使用されている場合は、その他は無効になり
ます。  



4 5

Z170 OC Formula

日
本
語

• 3 x ウルトラ M.2 ソケット、M.2 SATA3 6.0 Gb/s モジュール、お
よび、最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) までの M.2 PCI Express モジュー
ルに対応

* 3 x ASRock U.2 キットに対応

コネクター • 1 x COM ポートヘッダー
• 1 x TPM ヘッダー
• 1 x 電源 LED とスピーカーヘッダー
• 2 x CPU ファンコネクタ （4 ピン）（スマートファン速度制御）
• 4 x シャーシファンコネクタ （4 ピン） （スマートファン速度制御）
• 1 x 24 ピン ATX 電源コネクタ 
• 1 x 8 ピン 12V 電源コネクタ （高密度電源コネクタ）
• 1 x 4 ピン 12V 電源コネクタ（高密度電源コネクタ）
• 1 x 前面パネルオーディオコネクタ
• 1 x �underbolt 2 AIC コネクタ (5ピン )
• 1 x �underbolt 3 AIC コネクタ (10ピン )

* 1 つの �underbolt AIC カードのみをサポートします。
• 2 x USB 2.0 ヘッダー （4 個の USB 2.0 ポートに対応） （静電気
放電 （ESD）保護に対応 （ASRock 完全スパイク保護））

• 2 x USB 3.0 ヘッダー （4 個の USB 3.0 ポートに対応） （静電気
放電 （ESD）保護に対応 （ASRock 完全スパイク保護））

• 1 x 縦型 A USB 3.0
• 1 x Dr. Debug、LED 付き
• 1 x 電源スイッチ、LED 付き
• 1 x リセットスイッチ、LED 付き
• V-ProbeTM:1 x 設定されている 7 つの内蔵電圧測定ポイント
• ラピッド OC ボタン :+/- ボタンで OC 周波数を調整します
• 1 x メニューボタン
• 1 x PCIe ON/OFF スイッチ
• 1 x ポストステータスチェッカー （PSC）
• 1 x 低速モードスイッチ
• 1 x LN2 モードスイッチ
• 1 x BIOS 選択スイッチ
• 1 x XMP スイッチ
• 1 x ダイレクトキーボタン
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BIOS機能 • 2 x 128Mb AMI UEFI Legal BIOS、多言語 GUI サポート付き  
（1 x メイン BIOS と 1 x バックアップ BIOS）

• セキュアバックアップ UEFI テクノロジーに対応
• ACPI 1.1 準拠ウェイクアップイベント
• SMBIOS 2.3.1をサポート
• CPU、GT_CPU、DRAM、VPPM、PCH 1.0V、VCCIO、VCCPLL、

VCCSA 電圧マルチ調整

ハードウェア
モニター

• CPU/シャーシ温度センシング
• CPU /シャーシファンタコメータ
• CPU/シャーシクワイエットファン （CPU 温度に従ってシャ 
ーシファン速度を自動調整）

• CPU/シャーシファンマルチ速度制御
• 電圧監視 :+12V、+5V、+3.3V、CPU Vcore、GT_CPU、DRAM、

VPPM、PCH 1.0V、VCCIO、VCCSA 

OS • Microso�® Windows® 10 64-bit / 8.1 64-bit / 7 32-bit / 7 64-bit 
* Windows® 7 OS をインストールするために、xHCI ドライバが
ISO ファイルに含まれる変更されたインストールディスクが必要
です。詳しい説明については 56 ページを参照してください。
* 更新された Windows® 10 ドライバについては、ASRock のウェブ 
サイトで詳細をご確認ください : http://www.asrock.com

認証 • FCC、CE、WHQL
• ErP/EuP Ready （ErP/EuP 対応電源供給装置が必要です）

BIOS設定の調整、アンタイドオーバークロックテクノロジーの適用、サードパーティのオー
バークロックツールの使用などを含む、オーバークロックには、一定のリスクを伴います
のでご注意ください。オーバークロックするとシステムが不安定になったり、システムのコ
ンポーネントやデバイスが破損することがあります。ご自分の責任で行ってください。弊
社では、オーバークロックによる破損の責任は負いかねますのでご了承ください。

 * 商品詳細については、当社ウェブサイトをご覧ください。http://www.asrock.com
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1.3  マザーボードのレイアウト
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番号 説明
1 ATX 12V 電源コネクタ （ATX 12V2）

2 ATX 12V 電源コネクタ （ATX 12V1）

3 2 x 288 ピン DDR3 DIMM スロット （DDR3_A1、DDR3_B1）

4 2 x 288 ピン DDR3 DIMM スロット （DDR3_A2、DDR3_B2）

5 シャーシファンコネクタ （CHA_FAN4）

6 CPU ファンコネクタ （CPU_FAN2）

7 V-ProbeTM （VOL_CON1）

8 ポストステータスチェッカー （PSC）

9 ATX 電源コネクタ （ATXPWR1）

10 縦型 A USB 3.0 （USB3_9）

11 USB 3.0 ヘッダー （USB3_5_6）

12 USB 3.0 ヘッダー （USB3_7_8）

13 シャーシファンコネクタ （CHA_FAN1）

14 SATA3 コネクタ （SATA3_0）

15 SATA3 コネクタ （SATA3_2）

16 SATA3 コネクタ （SATA3_1）

17 SATA3 コネクタ （SATA3_3）

18 SATA Express コネクタ （SATA_EXP0）

19 SATA Express コネクタ （SATA_EXP1）

20 SATA3 コネクタ （SATA3_A3）

21 SATA3 コネクタ （SATA3_A4）

22 SATA3 コネクタ （SATA3_A1）

23 SATA3 コネクタ （SATA3_A2）

24 SATA Express コネクタ （SATA_EXP2）

25 SATA3 コネクタ （SATA3_5）

26 SATA3 コネクタ （SATA3_4）

27 BIOS 選択スイッチ （BIOS_SEL1）

28 システムパネルヘッダー （PANEL1）

29 ダイレクトキーボタン (DIRKEY1)

30 XMP スイッチ   （XMP_ON1）

31 電源スイッチ （PWR）

32 リセットスイッチ （RST）

33 ラピッド OC ボタン (+) (PLUS)
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番号 説明
34 低速モードスイッチ （SLOWMODE）

35 ラピッド OC ボタン (–) (MINUS)

36 メニューボタン （MENU）

37 LN2 モードスイッチ （LN2MODE）

38 シャーシファンコネクタ （CHA_FAN2）

39 PCIe ON/OFF スイッチ （SWITCH1）

40 COM ポートヘッダー （COM1）

41 USB 2.0 ヘッダー （USB5_6）

42 USB 2.0 ヘッダー （USB3_4）

43 電源 LED とスピーカーヘッダー (SPK_PLED1)

44 TPM ヘッダー （TPMS1）

45 �underbolt 3 AIC コネクタ (TB2)

46 �underbolt 2 AIC コネクタ （TB1）

47 フロントパネルオーディオヘッダー （HD_AUDIO1）

48 CPU ファンコネクタ（CPU_FAN1）

49 シャーシファンコネクタ （CHA_FAN3）

50 クリア CMOS ジャンパー （CLRMOS1）
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1.4  I/O パネル

番号 説明 番号 説明

1 USB 2.0 ポート （USB12） 9 USB 3.0 ポート （USB3_34） 

2 LAN RJ-45 ポート * 10 USB 3.0 ポート （USB3_12） 

3 セントラル / バス （オレンジ色） 11 USB 3.1 Type-A ポート （USB31_TA_1）

4 リアスピーカー （黒色） 12 USB 3.1 Type-C ポート （USB31_TC_1）

5 ライン入力 （明るい青色） 13 DisplayPort 1.2

6 フロントスピーカー （ライム色）** 14 HDMI ポート

7 マイクロフォン （ピンク色） 15 クリア CMOS スイッチ 

8 オプティカル SPDIF 出力ポート 16 PS/2 マウス /キーボードポート

11

12

10

1

16 913

14

15

2

78

4
3

6
5



10 11

Z170 OC Formula

日
本
語

* 各 LAN ポートにそれぞれ 2 つの LED があります。LAN ポートの LED 表示については下の表を参照してく
ださい。

アクティビティ / リンク LED 速度 LED

状態 説明 状態 説明
消灯 リンクなし 消灯 10Mbps 接続
点滅 データアクティビティ オレンジ色 100Mbps 接続
点灯 リンク 緑色 1Gbps 接続

** 2 チャンネルスピーカーを使用する場合は、スピーカーのプラグを「フロントスピーカージャック」に接続して
ください。使用するスピーカーのタイプに従って、下の表に記載されている接続に関する詳細説明を参照して
ください。

オーディオ出力
チャンネル

フロントスピー
カー （No. 6）

リアスピーカー 
（No. 4）

セントラル / バ
ス （No. 3）

ライン入力 
（No. 5）

2 V -- -- --
4 V V -- --
6 V V V --
8 V V V V

マルチストリーミングを有効にするには、フロントパネルオーディオケーブルをフロント
パネルオーディオヘッダーに接続する必要があります。コンピュータを再起動すると、シ
ステム上に「 Mixer （ ミキサー）」ツールが表示されます。「 Mixer ToolBox  （ミキサーツー
ルボックス）           」を選択して、「 Enable playback multi-streaming （再生マルチストリーミ
ングを有効にする）」 をクリックし、次に、「ok」をクリックします。「2 CH」 、「4 CH」、「6 CH」 
、または、「8 CH」を選択して、「 Realtek HDA Primary output （Realtek HDA プライマリー
出力）」 を選択すれば、リアスピーカー、セントラル /バス 、および、フロントスピーカーを
使用できます。「 Realtek HDA Audio 2nd output  （Realtek HDA オーディオ・セカンド出力）」
を選択すれば、フロントパネルオーディオを使用できます。

アクティビティ / リンク LED

速度 LED

LAN ポート
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これは ATX フォームファクタのマザーボードです。マザーボードを取付ける前に、
シャーシの設定を確認し、マザーボードを取り付けることができることを確認して
ください。

取り付け前の注意事項

マザーボードコンポーネントを取り付けたり、マザーボードの設定を変更する前に、
次の注意事項をよくお読みください。

• マザーボードを設置 /取り外しをする場合は、必ず電源コードが抜いてください。電源
コードが繋がれたままで作業を行うと、怪我をしたり、マザーボードが破損する可能
性がございます。

• 静電気によってマザーボードの部品が破損することを防止するために、マザーボード
はカーペットの上に置かないでください。また、静電気防止リストストラップを着用す
るか、または、部品を取り扱う前に静電気除去オブジェクトに触れてください。

• 基盤の端をつかんでください。IC には触れないでください。
• マザーボードを取り外す場合は、取り外したマザーボードを接地した静電気防止パッ
ドの上に置くか、商品に付属している袋に入れてください。

• マザーボードをシャーシに固定する為にねじを使う場合は、ねじを締め付けすぎない
でください。ねじを締め付けすぎると、マザーボードが破損することがあります。

第 2 章  取り付け
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2.1  CPU を取り付ける

1. 1151 ピン CPU をソケットに挿入する前に、PnP キャップ  がソケット上にあること、CPU 
表面に汚れがないこと、または、ソケット内に曲がったピンがないことを確認してくだ
さい。PnP キャップがソケット上になかったり、CPU 表面が汚れていたり、または、ソケッ
ト内に曲がったピンがある場合は、CPU を無理にソケット内に挿入しないでください。
CPU を無理にソケット内に挿入すると、CPU の甚大な破損につながります。

2. CPU を取り付ける前に、すべての電源ケーブルを取り外してください。

1

2

A

B



14 15

日
本
語

4

5

3
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プロセッサーを取り外した場合は、カバーを保管して取り付け直してください。アフター
サービスのためにマザーボードを返品する場合は、カバーを必ず取り付けてください。
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2.2  CPU ファンとヒートシンクを取り付ける

1 2

CPU_FAN
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2.3  メモリモジュール（DIMM）を取り付ける

このマザーボードには 4 つの 288 ピン DDR4  （ダブルデータレート 4） DIMM ス
ロットが装備されており、デュアルチャンネルメモリ技術に対応します。 

デュアルチャンネルメモリ設定

2 つのメモリモジュールを取り付ける場合は、DIMM を DDR4_A2 スロットと 
DDR4_B2 スロットに取り付けてください。

DIMM は 1 つの正しい方向にしか取り付けることができません。DIMM を間違った方向
に無理に挿入すると、マザーボードと DIMM の永久的な破損につながります。

優先順位 DDR4_A1 DDR4_A2 DDR4_B1 DDR4_B2 

1 実装済み 実装済み 
2 実装済み 実装済み 実装済み 実装済み 

1. デュアルチャンネルメモリ設定のために、同一 （同じブランド、同じ速度、同じサイズ、
同じチップタイプ）の DDR4 DIMM を 1 組取り付ける必要があります。 

2. 1 つまたは 3 つのメモリモジュールが取り付けられている場合は、デュアルチャンネル
メモリテクノロジーを有効にできません。

3. DDR、DDR2 または DDR3 メモリモジュールは DDR4 スロットに取り付けることはでき
ません。取り付けると、マザーバードと DIMM が破損することがあります。
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2.4  拡張スロット（PCI Express スロット）

マザーボードには 6 つの PCI Express スロットと 1 つの mini-PCI Express スロット
が装備されています。

PCIe スロット : 

PCIE1  （PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x16 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。  
PCIE2  （PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x4 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。  
PCIE3  （PCIe 3.0 x1 スロット）は PCI Express x1 レーン幅カード向けに使用します。 
PCIE4  （PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x8 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。  
PCIE5  （PCIe 2.0 x1 スロット）は PCI Express x1 レーン幅カード向けに使用します。 
PCIE6  （PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x4 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。

mini-PCIe スロット :

MINI_PCIE1  （mini-PCIe スロット）は WiFi モジュール向けに使用します。

拡張カードを取り付ける前に、電源供給が切断されていること、または、電源コードが取
り外されていることを確認してください。取り付け作業を始める前に、拡張カードに添付
されている文書を読んで、カード用に必要なハードウェア設定を行ってください。
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複数のグラフィックスカードを使用する場合は、サーマル環境を改善するために、シャー
シファンをマザーボードのシャーシファンコネクタ （CHA_FAN1、CHA_FAN2、CHA_
FAN3、または、CHA_FAN4）に接続してください。

PCIe スロット設定

PCIE1 PCIE2 PCIE4 PCIE6

シングルグラフィッ
クスカード

x16 N/A N/A N/A

CrossFireXTM また
は SLITM モードの 2 
枚のグラフィックス

カード

x8 N/A x8 N/A

3 ウェイ 
CrossFireXTM モー
ドで 3 枚のグラフィ
ックスカード 

x8 x4 x8 N/A

4 ウェイ 
CrossFireXTM モー
ドで 4 枚のグラフィ
ックスカード

x8 x4 x4 x4
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2.5  ジャンパー設定

このイラストは、ジャンパーの設定方法を示しています。ジャンパーキャップがピ
ンに被さっていると、ジャンパーは「ショート」です。ジャンパーキャップがピンに被
さっていない場合には、ジャンパーは「オープン」です。この図は 3ピンのジャンパー
を表し、ジャンパーキャップがピン 1とピン 2に被さっているとき、これらのピンは
「ショート」です。

CMOSクリアジャンパー
(CLRCMOS1)
 （p.7、No. 50参照）

CLRCMOS1は、CMOSのデータをクリアすることができます。クリアして、デフォ
ルト設定にシステムパラメーターをリセットするには、コンピューターの電源を切
り、電源から電源コードを抜いてください。15秒待ってから、CLRCMOS1のピン
2とピン 3をジャンパーキャップを使って 5秒間ショートします。ただし、BIOSを
アップデートした直後に、CMOSをクリアしないでください。BIOSをアップデー
ト後、CMOSをクリアする必要があれば、最初にシステムを起動し、それから
CMOSクリアアクションを行う前にシャットダウンしてください。パスワード、日付、
時間、ユーザーのデフォルトプロファイルは、CMOSの電池を取り外した場合に
のみ、消去されることにご注意ください。

CMOSのクリアデフォルト

CMOSクリアスイッチは、CMOSクリアジャンパーと同じ機能です。
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2.6  オンボードのヘッダーとコネクター

システムパネルヘッダー
 （9ピンパネル 1）
 （p.7、No. 28参照） 

電源スイッチを接続し、
スイッチをリセットし、下
記のピン割り当てに従っ
て、シャーシのシステムス
テータス表示ランプをこ
のヘッダーにセットしま
す。ケーブルを接続すると
きには、ピンの＋と－に
気をつけてください。

電源 LED とスピーカーヘッ
ダー
（7 ピン SPK_PLED1）
（p.7、No. 43参照）

シャーシ電源 LED と
シャーシスピーカーをこ
のヘッダーに接続してく
ださい。

GND

RESET#

PWRBTN#

PLED-

PLED+

GND

HDLED-

HDLED+

1

GND

PWRBTN （電源スイッチ）： 
シャーシ前面パネルの電源スイッチに接続してください。電源スイッチを使用して、シス
テムをオフにする方法を設定できます。

RESET （リセットスイッチ）： 
シャーシ前面パネルのリセットスイッチに接続してください。コンピューターがフリーズし
たり、通常の再起動を実行できない場合には、リセットスイッチを押して、コンピューター
を再起動します。

PLED （システム電源 LED）： 
シャーシ前面パネルの電源ステータスインジケーターに接続してください。システム稼
働中は、LEDが点灯します。システムが S1/S3スリープ状態の場合には、LEDは点滅を
続けます。システムが S4スリープ状態または電源オフ （S5）のときには、LEDはオフです。

HDLED （ハードドライブアクティビティLED）： 
シャーシ前面パネルのハードドライブアクティビティLEDに接続してください。ハードド
ライブのデータを読み取りまたは書き込み中に、LEDはオンになります。

前面パネルデザインは、シャーシによって異なることがあります。前面パネルモジュール
は、主に電源スイッチ、リセットスイッチ、電源 LED、ハードドライブアクティビティLED、
スピーカーなどから構成されます。シャーシの前面パネルモジュールとこのヘッダーを接
続する場合には、配線の割り当てと、ピンの割り当てが正しく合致していることを確かめ
てください。

オンボードヘッダーとコネクターはジャンパーではありません。これらヘッダーとコネク
ターにはジャンパーキャップを被せないでください。ヘッダーおよびコネクターにジャン
パーキャップを被せると、マザーボードに永久損傷が起こることがあります。

1

+5V
DUMMY

PLED+
PLED+

PLED-

DUMMY
SPEAKER
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シリアル ATA3コネクター
(SATA3_0 
p.7、No. 14参照）
(SATA3_1: 
p.7、No. 16参照）
（SATA3_2： 

p.7、No. 15参照）
（SATA3_3： 

p.7、No. 17参照）
（SATA3_4： 

p.7、No. 26参照）
（SATA3_5： 

p.7、No. 25参照）
(SATA3_A1 
p.7、No. 22参照）
(SATA3_A2 
p.7、No. 23参照）
(SATA3_A3: 
p.7、No. 20参照）
(SATA3_A4: 
p.7、No. 21参照）

これら 10個 の SATA3 コ
ネクタは、最高 6.0 Gb/s 
のデータ転送速度で内
部ストレージデバイス用
の SATA データケーブル
に対応します。SATA3_0、
SATA3_1 は SATA_EXP0 
と共用します。SATA3_2、
SATA3_3 は SATA_EXP1 
と共用します。SATA3_4、
SATA3_5 は SATA_EXP2 
と共用します。  
起動時間を最小限に抑
えるために、Intel® Z170 
SATA ports (SATA3_0) を
ブータブルデバイス用に
使用します。 

シリアル ATA Express コネ
クタ
(SATA_EXP_0: 
p.7、No. 18参照）
(SATA_EXP_1: 
p.7、No. 19参照）
(SATA_EXP_2: 
p.7、No. 24参照）

SATA または PCIe スト
レージデバイスをこれら
のコネクタに接続してく
ださい。  
*SATA_EXP0 は 
SATA3_0、SATA3_1、お
よび、M2_1 と共用し
ます。SATA_EXP1 は 
SATA3_2、SATA3_3、およ
び、M2_2 と共用します。
SATA_EXP2 は SATA3_4、
SATA3_5、および、M2_3 
と共用します。 
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USB 2.0ヘッダー
（9 ピン USB3_4）
（p.7、No. 42参照）
（9 ピン USB5_6）
（p.7、No. 41参照）

I/Oパネルの 2つの USB 
2.0ポートに加えて、この
マザーボードには 2つの
ヘッダーがあります。各
USB 2.0ヘッダーは、2つ
のポートをサポートでき
ます。

USB 3.0ヘッダー
（19ピン USB3_5_6）
（p.7、No. 11参照）
（19 ピン USB3_7_8）
（p.7、No. 12参照）

(USB3_9)
（p.7、No. 10参照）

I/O パネルの 6 つの USB 
3.0 ポートに加えて、この
マザーボードには 2 つの
ヘッダーと 1 つのポート
が装備されています。各
USB 3.0ヘッダーは、2つ
のポートをサポートでき
ます。

フロントパネルオーディオ
ヘッダー
（9ピン HD_AUDIO1）
（p.7、No. 47参照）

このヘッダーは、フロント
オーディオパネルにオー
ディオデバイスを接続す
るためのものです。J_SENSE

OUT2_L

1

MIC_RET
PRESENCE#

GND

OUT2_R
MIC2_R

MIC2_L

OUT_RET

1. ハイディフィニションオーディオはジャックセンシングをサポートしていますが、正しく
機能するためには、シャーシのパネルワイヤーが HDAをサポートしていることが必要
です。お使いのシステムを取り付けるには、当社のマニュアルおよびシャーシのマニュ
アルの指示に従ってください。

2. AC’97オーディオパネルを使用する場合には、次のステップで、前面パネルオーディオ
ヘッダーに取り付けてください。 
A. Mic_IN (MIC)をMIC2_Lに接続します。 
B. Audio_R (RIN)を OUT2_Rに、Audio_L (LIN)を OUT2_Lに接続します。 
C. アース (GND)をアース (GND)に接続します。 
D. MIC_RETとOUT_RETは、HDオーディオパネル専用です。AC’97オーディオパネ
ルではこれらを接続する必要はありません。 
E. フロントマイクを有効にするには、   Realtekコントロールパネルの「FrontMic」タブで、
「録音音量」を調整してください。

1

IntA_PB_D+

Dummy

IntA_PB_D-

GND

IntA_PB_SSTX+

GND

IntA_PB_SSTX-

IntA_PB_SSRX+

IntA_PB_SSRX-

VbusVbus

Vbus

IntA_PA_SSRX-

IntA_PA_SSRX+

GND

IntA_PA_SSTX-

IntA_PA_SSTX+

GND

IntA_PA_D-

IntA_PA_D+

DUMMY
GND

GND

P+
P-

USB_PWR

P+
P-

USB_PWR

1
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シャーシファンコネクタ
（4ピン CHA_FAN1）
（p.7、No. 13参照） 

（4ピン CHA_FAN2）
（p.7、No. 38参照） 

（4ピン CHA_FAN3）
（p.7、No. 49参照） 

（4 ピン CHA_FAN4）
（p.7、No. 5参照） 

ファンケーブルはファン
コネクターに接続し、黒線
とアースピンを合わせて
ください。

CPUファンコネクター
（4ピン CPU_FAN1）
（p.7、No. 48参照） 

（4ピン CPU_FAN2）
（p.7、No. 6参照） 

このマザーボードは 4ピ
ン CPUファン （静音ファ
ン）コネクターを提供しま
す。3ピンの CPUファンを
接続する場合には、ピン
1-3に接続してください。

ATX電源コネクタ
（24ピン ATXPWR1）
（p.7、No. 9参照）

このマザーボードは 24ピ
ン ATX電源コネクタを提
供します。20ピンの ATX
電源を使用するには、ピ
ン 1と 13番に合わせて
接続してください。

12  

 1

24

13

GND

FAN_VOLTAGE
CHA_FAN_SPEED

FAN_SPEED_CONTROL

GND
FAN_VOLTAGE
CHA_FAN_SPEED
FAN_SPEED_CONTROL

GND

CHA_FAN_SPEED

FAN_SPEED_CONTROL

FAN_VOLTAGE

GND

CHA_FAN_SPEED

FAN_SPEED_CONTROL

FAN_VOLTAGE

FAN_VOLTAGE
GND

CPU_FAN_SPEED

FAN_SPEED_CONTROL

1     2     3    4

GND
FAN_VOLTAGE
CPU_FAN_SPEED
FAN_SPEED_CONTROL

1
2
3
4
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ATX 12V電源コネクター
（8ピン ATX 12V1）
（p.7、No. 2参照）

（4 ピン ATX 12V2）
（p.7、No. 1参照） 

 

このマザーボードは 8ピ
ン ATX 12V電源コネク
ターと 4ピン ATX 12V電
源コネクターを提供しま
す。4ピンの ATX電源を
使用するには、ピン 1と 5
番に合わせて接続してく
ださい。  
* 4 ピンの ATX 12V 電源
コネクターを、マザーボー
ドに追加の電力を供給す
るために使用します。 

�underbolt 2 AIC コネクタ
（5 ピン TBT1）
（p.7、No. 46参照）

このコネクタにサンダーボルトア
ドインカード™ (AIC)を GPIOケ
ーブルで繋いでください。  
* PCIE2 (デフォルトスロット ) 
に�underbolt ™ AIC カードを取
り付けてください。 
* このマザーボードでは、1 つの 
�underbolt AIC カードのみをサ
ポートします。

�underbolt 3 AIC コネクタ
（10 ピン TBT2）
（p.7、No. 45参照）

このコネクタにサンダーボルトア
ドインカード™ (AIC)を GPIOケ
ーブルで繋いでください。  
* PCIE2 (デフォルトスロット ) 
に�underbolt ™ AIC カードを取
り付けてください。 
* このマザーボードでは、1 つの 
�underbolt AIC カードのみをサ
ポートします。

シリアルポートヘッダー
（9ピン COM1）
（p.7、No. 40参照）

この COM1ヘッダーはシ
リアルポートモジュール
をサポートします。

CCTS#1

RRTS#1

DDSR#1

DDTR#1

RRXD1

GND

TTXD1

DDCD#1

1

RRI#1

5

1

8

4

I2C_DATA

GND

SLP_S3#

FRC_PWR

DUMMY

PLUG_EVENT

SLP_S4#

IRQ
GND

I2C_CLOCK

1
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TPMヘッダー
（17ピン TPMS1）
（p.7、No. 44参照）

このコネクターはトラステッドプ
ラットフォームモジュール（TPM）
システムをサポートし、鍵、デジ
タル証明書、パスワード、データ
を安全に保管することができま
す。TPMシステムはまた、ネット
ワークセキュリティを高め、デジ
タル証明書を保護し、プラット
フォームの完全性を保証します。

V-ProbeTM

（7 ピン VOL_CON1、
（p.7、No. 7参照）

ユーザーはオンボードコ
ンポーネントの電圧を測
定できます。

PIN1: 

1.0V PCH：PCH電圧

PIN2： 
VCCSA:CPU システム
エージェント電圧 

PIN3： 
VCCM:DRAM電圧

PIN4:  
CPU GT:CPU グラフィッ
ク電圧

PIN5:   
VCCIO:CPU IO 電圧

PIN6:   
VCORE:CPU コア電圧

PIN7:  
接地

1.0V PCH

VCCM

CPU GT

VCCIO

VCORE

GND

VCCSA
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2.7  スマートスイッチ

このマザーボードには 12 つのスマートスイッチが装備されています :電源スイッ
チ、リセットスイッチ、CMOS クリアスイッチ、ラピッド OC ボタン、メニューボタン、
PCIe オン /オフスイッチ、低速モードスイッチ、BIOS 選択スイッチ、LN2 モードス
イッチ、ダイレクトキーボタン、XMP スイッチ。

電源スイッチ
（PWR）
（p.7、No. 31参照）

電源スイッチで、シ
ステムを素早くオン
/オフにできます。

リセットスイッチ
（RST）
（p.7、No. 32参照）

リセットスイッチで、
システムを素早くリ
セットできます。

クリア CMOS スイッチ
(CLRCBTN1)
（p.10、No. 15参照）

クリア CMOS スイッ
チで、CMOS 値を素
早くクリアできます。

+ / - ラピッド OC ボタン

（プラス：p.7、No. 33
参照） 
（マイナス： p.7、No. 
35参照）

+ / - ラピッド OC ボ
タンを使って、ラピッ
ド OC 内の OC 周波
数を迅速かつ容易
に調整できます。

メニューボタン

（メニュー：p.7、No. 36
参照）

Rapid OCのMENU 
(メニュー )ボタン
を使って、BCLK、
Ratioおよび Cache 
Ratioなどの様々な
オーバークロックオ
プションを素早く切
り替えます。 

Power

Reset

この機能が動作するのは、コンピュータの電源をオフにして、電源供給を切断した場合
だけです。

-

MENU

このオーバークロック挙動は、メモリ容量、サーマルソリューションなど、システム設定に
よって異なります。オーバークロックすると、システムの安定性に影響したり、コンポーネ
ントやデバイスが破損することがあります。弊社では、オーバークロックによる破損の責
任は負いかねますのでご了承ください。
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PCIe ON/OFF スイッ
チ（SWITCH1）
（p.7、No. 39参照）

PCIe ON/OFF スイッチを
使って、対応する PCIE x16 
スロットを有効 /無効にし
ます。取り付けた PCIE x16 
カードの 1 枚が故障した場
合は、PCIe ON/OFF スイッ
チを使用すれば、ワンクリッ
クで故障したカードを特定
できます。カードを取り外
す必要はありません。

低速モードスイッチ
（SLOWMODE1）
（p.7、No. 34参照）

低速モードをオンにする
と、プロセッサは最低周
波数で動作します。

BIOS 選択スイッチ
(BIOS_SEL1)
（p.7、No. 27参照）

BIOS 選択スイッチで、シ
ステムを BIOS A または 
BIOS B から起動できま
す。

ON

1 2 3 4

1 : PCIE1

2 : PCIE2

3 : PCIE4

4 : PCIE6

ON

OFF

A B

このマザーボードは、一次 BIOS（BIOS_A）とバックアップ BIOS （BIOS_B）の 2 つの BIOS 
チップが搭載されています。これによって、システムの安全性と安定性が強化されました。
通常、システムは一次 BIOS 上で動作します。しかしながら、一次 BIOS が破損した場合
は、BIOS 選択スイッチを「B」に切り替えれば、次回システム起動の際には、バックアップ 
BIOS が動作します。その後で、UEFI セットアップユーティリティにある “Secure Backup 
UEFI” 「セキュアバックアップ UEFI」を使って、BIOS ファイルの作業中のコピーを一次 
BIOS に複製して、通常のシステム動作を確保します。安全のために、ユーザーはバック
アップ BIOS を手動で更新することはできません。ユーザーは、BIOS LED （BIOS_A_LED 
または BIOS_B_LED）を参照して、現在、どちらの BIOS が有効かを確認できます。

1. スイッチを切り替える前に、システムの電源をオフにしてください。
2. PCIe ON/OFF スイッチをオフにすると、設計の劣悪な PCIE カードは焦げることがあり
ます。カードの仕様に関する詳細情報については、カードのベンダーまでお問い合わ
せください。

3. PCIe ON/OFF スイッチはデバッグ専用です。PCIE カードを使用しない場合は、マザー
ボードから取り外してください。
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LN2 モードスイッチ
(LN2MODE1)
（p.7、No. 37参照）

液体窒素冷却を使用して究
極のオーバークロックをする
際に、LN2 モードで、プロセッ
サ内のコールドブートバグの
問題を解消します。 

ダイレクトキーボタン
(DIRKEY1)
（p.7、No. 29参照）

ダイレクトキーボタンは、ユー
ザーがシステム電源をオンに
して、UEFI設定画面に直接
入力することを可能にします。

XMP スイッチ
(XMP_ON1)
（p.7、No. 30参照）

XMP スイッチを用いること
で、簡単に XMP プロファイ
ルを読み込み、安定した動作
を実現するためにオーバーク
ロックされた DRAM 電圧を
自動的に構成することができ
ます。

ON

OFF

ON

OFF
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2.8  Dr. Debug（ドクター・デバッグ）

Dr. Debug（ドクター・デバッグ）を使用してコード情報を提供します。コード情報は
トラブルシューティングの際に役に立ちます。Dr. Debug （ドクター・デバッグ）コー
ドの説明については下の表を参照してください。

     コード     説明

 00 CPU が正しく取り付けられていることを確認して、次に、CMOS をクリ
アしてください。

 0d メモリ、VGA カード、または、その他のデバイスに関係する問題です。 
CMOS をクリアして、メモリと VGA カードを取り付け直し、その他の 
USB デバイスと PCI デバイスを取り外してください。

 01 - 54
 （但し 0d は
除きます）。
 5A- 60

メモリに関係する問題です。CPU とメモリを取り付け直して、次に、
CMOS をクリアしてください。問題が解決されない場合は、1 つのメモ
リモジュールだけを取り付けるか、または、その他のメモリモジュール
を使用してください。

 55 メモリを検出できませんでした。メモリと CPU を取り付け直してくださ
い。問題が解決されない場合は、1 つのメモリモジュールだけを取り
付けるか、または、その他のメモリモジュールを使用してください。

 61 - 91 チップセット初期化エラーです。リセットを押すか、または、CMOS を
クリアしてください。

 92 - 99 PCI-E デバイスに関係する問題です。PCI-E デバイスを取り付け直す
か、または、PCI-E デバイスをその他のスロットに取り付けてください。
問題が解決されない場合は、すべての PCI-E デバイスを取り外すか、
または、その他の VGA カードを使用してください。

 A0 - A7 IDE デバイスまたは SATA デバイスに関係する問題です。IDE デバイ
スと SATA デバイスを取り付け直してください。問題が解決されない
場合は、CMOS をクリアして、すべての SATA デバイスを取り外してく
ださい。
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 b0 メモリに関係する問題です。CPU とメモリを取り付け直してください。
問題が解決されない場合は、1 つのメモリモジュールだけを取り付け
るか、または、その他のメモリモジュールを使用してください。

 b4 USB デバイスに関係する問題です。すべての USB デバイスを取り外
してください。

 b7 メモリに関係する問題です。CPU とメモリを取り付け直して、次に、
CMOS をクリアしてください。問題が解決されない場合は、1 つのメモ
リモジュールだけを取り付けるか、または、その他のメモリモジュール
を使用してください。

 d6 VGA を認識できませんでした。CMOS をクリアして、VGA カードを取
り付け直してください。問題が解決されない場合は、VGA カードをそ
の他のスロットに取り付けるか、または、その他の VGA カードを使用
してください。

 d7 キーボードとマウスを認識できませんでした。キーボードとマウスを取
り付け直してください。

 d8 パスワードが無効です。

 FF CPU が正しく取り付けられていることを確認して、次に、CMOS をクリ
アしてください。
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2.9  Post Status Checker（ポストステータスチェッカー）

Post Status Checker（ポストステータスチェッカー、PSC）でユーザーがマシンに電
源を入れた際にコンピュータを診断します。CPU、メモリ、VGA、または、ストレージ
が正しく動作していない場合は、赤色のライトで表示されます。上記の 4 つが正常
に機能している場合はライトがオフになります。
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2.9 SLITM およびクアッド SLITM オペレーションガイド

このマザーボードは NVIDIA® SLITM とクアッド SLITM （Scalable Link Interface、スケー
ラブルリンクインターフェース）テクノロジーに対応します。これらのテクノロジーを
使用すれば、最大 2 枚の同一の PCI Express x16 グラフィックスカードを取り付け
ることができます。 

2.9.1   2 枚の SLITM 対応グラフィックスカードを取り
付ける 手順 1

1 枚のグラフィックスカードを PCIE1 ス
ロットに挿入して、もう 1 枚のグラフィック
スカードを PCIE4 スロットに挿入します。
カードがスロットに正しく収まっているこ
とを確認してください。

手順 2

必要な場合は、補助電源を PCI Express グ
ラフィックスカードに接続します。

要件

1. NVIDIA® 認定されている同一の SLI TM 対応グラフィックスカードだけを使用してくだ
さい。

2. お使いのグラフィックスカードドライバが NVIDIA® SLI TM テクノロジーに対応すること
を確認してください。NVIDIA® ウェブサイトからドライバをダウンロードします：www.
nvidia.com

3. 電源供給ユニット （PSU）が少なくともシステムに必要な最小電源を供給できることを
確認してください。NVIDIA® 認定 PSU を使用することを推奨します。詳細については 
NVIDIA® ウェブサイトを参照してください。
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手順 3

ASRock Flexible SLI ブリッジ コネクタケー
ブルを各グラフィックスカードのゴールド
フィンガーと整列して挿入します。ASRock 
Flexible SLI ブリッジ コネクタケーブルが
しっかりと定位置に納まっていることを確
認してください。

手順 4

VGA ケーブルまたは DVI ケーブルを、
PCIE1 スロットに挿入したグラフィックス
カードのモニターコネクタあるいは DVI 
コネクタに接続します。

ASRock Flexible SLI ブリッジ コネクタケーブル

Multi-GPU SLI
Video Link Card

Multi-GPU

 

SLI

Video

 

Link

 

Card

Multi-GPU

 

SLI

Video

 

Link

 

Card
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2.9.2  ドライバのインストールとセットアップ

グラフィックスカードドライバをシステムにインストールします。グラフィックスカー
ドドライバをシステムにインストールすれば、複数のグラフィックスプロセッシング
ユニット （Multi-Graphics Processing Unit - GPU）を NVIDIA® nView システムトレ
イユーティリティで有効にできます。次の手順に従って複数の GPU を有効にして
ください。

SLITM とクアッド SLITM モードの場合

手順 1

Windows® システムトレイにある NVIDIA 
Control Panel （NVIDIA コントロールパネ
ル）アイコンをダブルクリックします。

手順 2

左ペインで、 Set SLI and PhysX 
con�guration （SLI と PhysX 設定を設定す
る） をクリックします。 次に、Maximize 3D 
performance （3D パフォーマンスを最大
化する）を選択して、Apply （適用）をクリッ
クします。

手順 3

システムを再起動します。

手順 4

SLITM またはクアッド SLITM のメリットを活
用できます。



36 37

Z170 OC Formula

日
本
語

2.10   CrossFireXTM、3 ウェイ CrossFireXTM、4 ウェイ 
CrossFireXTM、および、クアッド CrossFireXTM オ 
ペレーションガイド

このマザーボードは CrossFireXTM、3 ウェイ CrossFireXTM、4 ウェイ CrossFireXTM、お
よび、クアッド CrossFireXTM に対応しています。これらのテクノロジーを使用すれば、
同一の PCI Express x16 グラフィックスカードを最大 4 枚まで取り付けることができ
ます。 

2.10.1   2 枚の CrossFireXTM 対応グラフィックスカー
ドを取り付ける

手順 1

1 枚のグラフィックスカードを PCIE1 ス
ロットに挿入して、もう 1 枚のグラフィック
スカードを PCIE4 スロットに挿入します。
カードがスロットに正しく収まっているこ
とを確認してください。

手順 2

CrossFire ブリッジをグラフィックスカード
の一番上にある CrossFire ブリッジイン
ターコネクト上に取り付けて 2 枚のグラ
フィックスカードを接続します。 （CrossFire 
ブリッジは購入するグラフィックスカード
に付属しています。このマザーボードのバ
ンドル付属品ではありません。詳細につい
てはグラフィックスカードのベンダーまで
お問い合わせください。）

1. AMD 認定されている同一の CrossFireXTM 対応グラフィックスカードだけを使用してく
ださい。

2. お使いのグラフィックスカードドライバが AMD CrossFireXTM テクノロジーに対応す
ることを確認してください。AMD のウェブサイトからドライバをダウンロードします：
www.amd.com

3. 電源供給ユニット （  PSU） が少なくともシステムに必要な最小電源を供給できること
を確認してください。AMD 認定 PSU を使用することを推奨します。詳細については 
AMD のウェブサイトを参照してください。

4. 12 パイプ CrossFireXTM エディションカードと 16 パイプカードを組み合わせる場合は、
CrossFireXTM モードでは、両方のカードは 12 パイプカードとして動作します。

5. 異なる CrossFireXTM カードは異なる方法で CrossFireXTM を有効にする必要がありま
す。詳しい取り付け説明については、AMD グラフィックスカードの取扱説明書を参照
してください。

CrossFire ブリッジ



38 39

日
本
語

手順 3

VGA ケーブルまたは DVI ケーブルを、
PCIE1 スロットに挿入したグラフィックス
カードのモニターコネクタあるいは DVI 
コネクタに接続します。
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2.10.2   3 枚の CrossFireXTM 対応グラフィックスカードを
取り付ける

手順 1 

1 枚のグラフィックスカードを PCIE1 ス
ロットに挿入して、もう 1 枚のグラフィッ
クスカードを PCIE2 スロットに挿入し、も
う 1 枚のグラフィックスカードを PCIE4 ス
ロットに挿入します。カードがスロットに正
しく収まっていることを確認してください。

手順 2 

1 つの CrossFire ブリッジを使って PCIE1 
スロットと PCIE2 スロットにあるグラ
フィックスカードを接続します。もう 1 つの 
CrossFire ブリッジを使って PCIE2 スロッ
トと PCIE4 スロットにあるグラフィックス
カードを接続します。 （CrossFire ブリッジ
は購入するグラフィックスカードに付属し
ています。このマザーボードのバンドル付
属品ではありません。詳細についてはグラ
フィックスカードのベンダーまでお問い合
わせください。）

手順 3 

VGA ケーブルまたは DVI ケーブルを、
PCIE1 スロットに挿入したグラフィックス
カードのモニターコネクタあるいは DVI 
コネクタに接続します。

CrossFire ブリッジ
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2.10.3   ４ 枚の CrossFireXTM 対応グラフィックスカードを
取り付ける

手順 1

1 枚のグラフィックスカードを PCIE1 ス
ロットに挿入して、もう 1 枚のグラフィック
スカードを PCIE2 スロットに挿入し、3 枚
目のグラフィックスカードを PCIE4 スロッ
トに挿入して、最後のグラフィックスカード
を PCIE6 スロットに挿入します。カードが
スロットに正しく収まっていることを確認
してください。

手順 2

1 つの CrossFire ブリッジを使用して、グ
ラフィックスカードを PCIE1 スロットと 
PCIE2 スロットに接続します。もう 1 つの 
CrossFire ブリッジを使用して、グラフィック
スカードを PCIE2 スロットと PCIE4 スロッ
トに接続します。3 番目の CrossFire ブリッ
ジを使用して、Radeon グラフィックスカー
ドを PCIE4 スロットと PCIE6 スロットに接
続します。（CrossFire ブリッジは購入する
グラフィックスカードに付属しています。こ
のマザーボードのバンドル付属品ではあ
りません。詳細についてはグラフィックス
カードのベンダーまでお問い合わせくだ
さい。）

手順 3

VGA ケーブルまたは DVI ケーブルを、
PCIE1 スロットに挿入したグラフィックス
カードのモニターコネクタあるいは DVI 
コネクタに接続します。

CrossFire ブリッジ
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手順 1

コンピュータの電源を入れて OS を起動します。

手順 2

VGA ドライバをシステムにインストールしている場合は、AMD ドライバを削除し
ます。

手順 3

必要なドライバと CATALYST コントロールセンターをインストールして、コンピュー
タを再起動します。詳細については AMD のウェブサイトを参照してください。

2.10. ４  ドライバのインストールとセットアップ

手順 4

Windows® システムトレイにある AMD 

Catalyst Control Center （AMD カタリ
ストコントロールセンター）アイコンを
ダブルクリックします 。

手順 5

左ペインで、 Performance （パフォー
マンス）をクリックして、次に、AMD 
CrossFireXTM をクリックします。次
に、Enable AMD CrossFireX （AMD 
CrossFireX を有効にする）を選択して、
Apply （適用）をクリックします。使用す
るグラフィックスカードに従って GPU 
の数を選択して、Apply （適用）をクリッ
クします。

AMD Catalyst Control Center  
（AMD カタリストコントロールセンター）

Catalyst Uninstaller （カタリストアンインストーラ）はオプションのダウンロードです。イン
ストールする前に、以前にインストールした Catalyst （カタリスト）ドライバをこのユーティ
リティを使用してアンインストールすることを推奨します。AMD ドライバの更新につい
ては AMD のウェブサイトを参照してください。
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2.11  M.2_SSD (NGFF) モジュール取り付けガイド

M.2 は次世代フォームファクタ （Next Generation Form Factor、NGFF）とも呼ばれます。M.2 
は小型の多目的カードエッジコネクタであり、mPCIe & mSATA に代わることを目的とし
ます。ウルトラ M.2 ソケット、最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) までの M.2 PCI Express モジュールに
対応。 
* M2_1、SATA3_0、SATA3_1、および、SATA_EXP0 はレーンを共用します。いずれかが使
用されている場合は、その他は無効になります。  
* M2_2、SATA3_2、SATA3_3、および、SATA_EXP1 はレーンを共用します。いずれかが使
用されている場合は、その他は無効になります。  
* M2_3、SATA3_4、SATA3_5、および、SATA_EXP2 はレーンを共用します。いずれかが使
用されている場合は、その他は無効になります。  

M.2_SSD (NGFF) モジュールを取り付ける

手順 1

M.2_SSD (NGFF) モジュールおよび
ねじを準備します。

ABC

手順 2

PCBのタイプとM.2_SSD (NGFF) の
長さに合わせて、一致するねじの位
置を選んでください。

No. 1 2 3 4 5

ナットの場所 A B C D E

PCB 長さ 3cm 4.2cm 6cm 8cm 11cm

モジュールの
タイプ

タイプ 
2230

タイプ 
2242

タイプ 
2260

タイプ 
2280

タイプ 
22110
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2

1

3

ABC

手順 3

モジュールのタイプと長さに基づいて
スタンドオフを移動します。 
デフォルトでは、スタンドオフはナット
位置 D にあります。デフォルトのナット
を使用する場合は、手順 3 と手順 4 を
スキップして手順 5 に進みます。 
その他の場合はスタンドオフを手で
緩めます。

ABC

手順 4

ねじに貼付されている黄色の保護
フィルムをはがします。デバイスを取
り付ける場所にあわせて、手でねじを
締めてください。 

ABC

AB

手順 5

M.2 (NGFF) SSD モジュールを整列し
て、丁寧に M.2 スロットに挿入します。
M.2 (NGFF) SSD モジュールは 1 方向
にしか取り付けることができません。
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NUT1NUT2C

手順 6

ドライバでねじをしっかりと留めてく
ださい。しかし、きつく締めるすぎると
モジュールが破損する恐れがあるの
でご注意ください。

M.2_SSD (NGFF) モジュールサポート一覧

M.2_SSD (NFGG) モジュールサポート一覧の最新の更新については、弊社のウェブサイ
トで詳細をご確認ください。http://www.asrock.com

ベンダー サイズ インター
フェース

長さ 部品番号

ADATA 128GB SATA3 2280 AXNS381E-128GM-B
ADATA 256GB SATA3 2280 AXNS381E-256GM-B
ADATA 32GB SATA3 2230 AXNS330E-32GM-B
Crucial 120GB SATA3 2280 CT120M500SSD4
Crucial 240GB SATA3 2280 CT240M500SSD4
Intel 80GB SATA3 2280 Intel SSDSCKGW080A401/80G
Kingston 120GB SATA3 2280 SM2280S3
Kingston 480GB PCIe2 x4 2280 SH2280S3/480G
Plextor 256GB PCIe 2280 PX-G256M6e
Plextor 512GB PCIe 2280 PX-G512M6e
Samsung 256GB PCIe3 x4 2280 SM951 (MZHPV256HDGL)
Samsung 512GB PCIe3 x4 2280 SM951 (MZHPV512HDGL)
Samsung 512GB PCIe x4 2280 XP941-512G (MZHPU512HCGL)
SanDisk 128GB PCIe 2260 SD6PP4M-128G
SanDisk 256GB PCIe 2260 SD6PP4M-256G
Team 128GB SATA3 2242 TM4PS4128GMC105
Team 128GB SATA3 2280 TM8PS4128GMC105
Team 256GB SATA3 2280 TM8PS4256GMC105
Team 256GB SATA3 2242 TM4PS4256GMC105
Transcend 256GB SATA3 2242 TS256GMTS400
Transcend 512GB SATA3 2280 TS512GMTS800
Transcend 512GB SATA3 2260 TS512GMTS600
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第 3 章  ソフトウェアとユーティリティの操作 
3.1  ドライバを取り付ける

マザーボードに付属しているサポート CD には、必要なドライバ、および、
マザーボードの機能を強化する便利なユーティリティが含まれています。

サポート CD を実行する

サポート CD を使用するために、CD を CD-ROM ドライブに挿入します。コ
ンピュータで「AUTORUN （自動実行）」が有効になっている場合は、CD 
がメインメニューを自動的に表示します。メインメニューが自動的に表示さ
れない場合は、サポート CD 内のファイル「ASRSETUP.EXE」をダブルクリッ
クしてメニューを表示します。

ドライバメニュー

システムと互換性のあるドライバが自動的に検出されて、サポート CD ドラ
イバページに一覧表示されます。Install All（すべてインストールする）をク
リックするか、または、上から下への順番で必要なドライバをインストール
してください。このようにインストールすることで、ドライバが正しく動作
するようにします。

ユーティリティメニュー

ユーティリティメニューには、マザーボードが対応するアプリケーションソ
フトウェアが表示されます。特定の項目をクリックして、インストールウィ
ザードに従ってインストールします。

Windows® 7 との互換性を向上させるために、Microso� が提供する次のホットフィッ
クスをダウンロードしてインストールしてください。  
「KB2720599」：http://support.microso�.com/kb/2720599/en-us



46 47

日
本
語

3.2  Formula Drive （Formula ドライブ）

Formula Drive （フォーミュラドライブ）は ASRock の多目的ソフトウェアスイートで
す。新しいインターフェースを有し、数々の新しい機能が追加されており、ユーティ
リティが改善されてました。

3.2.1   Formula Drive （Formula ドライブ）をインストー
ルする

ASRock の付属の CD からオールインワン ドライバーをシステムにインストール
すると、Formula ドライブも自動的にインストールされます。インストールすると、
デスクトップに「Formula ドライブ」アイコンが表示されます。「Formula ドライブ」           
アイコンをダブルクリックすると、Formula ドライブ メインメニューがポップアップ
表示されます。

3.2.2  Formula Drive（Formula ドライブ）を使用する

Formula ドライブのメインメニューには次の 6 つのセクションがあります : 
Operation Mode （操作モード）、OC Tweaker （OC 調整）、System Info （シ
ステム情報）、FAN-Tastic Tuning （FAN-Tastic チューニング）、Tech Service 
（技術サービス）、Settings （設定）。

Operation Mode ( 操作モード )
コンピューターの操作モードを選択します。
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